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１
その

・文字が多く、内容がごちゃごちゃして読み
づらい

・議会だよりの柱、方針がない
・大見出し、小見出しの工夫がほしい

・表紙の目次がマンネリ化して身近に手に
取りやすい感じがしない

議会だよりを読んでみて…

　7 月 22 日、12 人のモニターの皆さん
にご参加いただき、第 2回議会だよりモ
ニター座談会を市役所にて開催しました。
４つのグループに分かれて議会だよりにつ
いて熱く意見が交わされました。グルー
プ発表の様子を紹介します。

議会だよりモニター
～もっと読まれる議会だより特 集

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。「
新
聞
報
道
に
あ
り
ま
し
た
セ

ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
の
対
応
が
、
ど
う
見
て

も
不
十
分
」
等
の
ご
意
見
で
し
た
。「
引
き
続
き
、
議

会
と
し
て
倫
理
条
例
等
の
検
討
も
含
め
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。」
と
対
応
し
ま
し
た
。

議
会
改
革
推
進
委
員
会
は
、
議
会
基
本
条
例

の
全
条
項
の
検
証
見
直
し
を
行
い
、
条
例
改

正
を
実
現
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
安
曇
野
市
議
会
政
策

提
案
及
び
政
策
提
言
実
施
要
綱
を
策
定
し
、
市
議
会
か

ら
市
行
政
へ
の
政
策
提
言
の
道
筋
を
確
か
な
も
の
と

し
、
政
策
提
言
を
実
現
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
下
で
議
会
報
告
会
は
録
画
配
信
と
資

料
配
布
等
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
議

会
か
ら
市
へ
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
要
望
提
出
を
呼

び
か
け
、
実
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
校
や
地
域
に

出
て
い
く
出
張
議
会
・
出
前
議
会
等
は
実
施
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
今
後
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

議会改革推進委員会メンバー

な
お
、

な
お
、

ま
た
、

ま
た
、

第２回

　議員さんとお話しするのはどんな感
じかな？でしたが、思ったより気軽に
お話ができて楽しい時間でした。
　モニターさんの意見が全体にフィー
ドバックされて、いい形にまとまって
よかったです。
　　　　　　　　　　  （よっちゃん）　

　世代を超えて躊
ちゅうちょ

躇なく
話せて楽しかった。若い人
がもっともっとモニターに
なってくれるとよいと思い
ます。
　　　　　　　（あおくん）　
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３
２

その

その

・市民に自然な感じで協力してもらい参加型にする
・ネットページの充実。「議会インスタ」など
SNS を使ってコメントのやり取りをする

・ターゲットを絞
しぼ

り、世代ごとに意見を聴いていく

などテーマ別特集があってもいい
・地域づくりや政治に子どものうちから興味を持てる

ように、子ども向けのページを作る

・身近な問題を取り上げて魅力ある内容にする
・4コマ漫画を取り入れる

・一般質問をカテゴリー別に整理する
・中身がはっきりわかり興味を引く目次にする

・AR（拡張現実）を使ってスマホをかざすとページを説明
する動画が出てくるようにする

　市民と議員が１つのテーマを一緒に話し合うのは本来目指す
姿。議会だよりを通じて市のことを考えていく貴重な機会にな
りました。意見の多かった、市民参加の紙面づくりに取り組み
たいです。モニターの皆さん、多くのご意見をありがとうござ
いました。

もっと読まれるためには？

もっと身近に、わかりやすくするには？

まとめ

  

議
会
基
本
条
例
改
正
案
の

　

  

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等

座談会
を目指して～

※インタビューの際は撮影時のみマスクを外していただきました

一
部
改
正
（
案
）

に
対
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
令
和
３
年
５
月
か
ら
７
月
の
間
に

実
施
し
ま
し
た
。
意
見
提
出
総
数
11
件
、
そ
の
他
匿と

く
め
い名

１
件
、
個
別
意
見
総
数
26
件
で
し
た
。
ご
意
見
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

改
正
６
件
の
内
、
新
規
１
件
、
字

句
関
係
５
件
で
、
新
規
で
は
、
災

害
時
の
議
会
対
応
を
規
定
し
ま
し
た
が
、
特
に
ご
意
見

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
改
正
案
の
と
お
り
と
し

ま
し
た
。

「
議
会
は
、
こ
の
条
例
の
目
的
が

達
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

定
期
的
に
検
証
す
る
も
の
と
す
る
。」
の
「
定
期
的
に
」

を
「
必
要
に
応
じ
て
」
と
修
正
す
る
案
に
対
し
て
、「
必

要
な
い
と
判
断
す
る
と
検
証
が
行
わ
れ
な
く
な
る
」
等

の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。「
条
例
施
行
後
７
年
間
検

証
を
し
な
か
っ
た
反
省
の
も
と
、
必
要
が
な
い
か
ら
検

証
を
し
な
い
の
で
は
な
く
、
検
証
の
頻ひ

ん

ど度
を
高
め
た
い
、

必
要
が
あ
れ
ば
年
に
複
数
回
で
も
で
き
る
よ
う
臨
機
応

変
に
し
た
い
と
い
う
意
図
」
で
あ
る
と
対
応
し
、
改
正

案
の
と
お
り
と
し
ま
し
た
。

改
正
案
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
政
治

倫
理
に
関
す
る
条
文
の
追
加
等
の
ご
希
望

安
曇
野
市
議
会
基
本
条
例
の

安
曇
野
市
議
会
基
本
条
例
の

改
正
案
で
は
、

改
正
案
で
は
、

字
句
修
正
で
は
、

字
句
修
正
で
は
、

そ
の
他
、

そ
の
他
、

　面白かった。年に 2回くらい
あってもよい。もっと、他のグ
ループの人とも話したかった。
　　　　　　　　　（おっきー）　

　議会だよりモニターが担当ペー
ジをもって作ってみたいです。
　　　　　　　　　（愛ちゃん）　
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政

策提
言サイクル政

策提
言サイクル

Plan（計画）

Check（評価）

Do（実行）

Act（改善）
提言の実現から
さらにテーマの選定

提言後の実現度の確認

提言に向けた
テーマ設定と調査研究等

政策提言を提出

　市内には 1064 戸の空き家がある。少子高齢化・核家族

化等による空き家化が進むと環境が悪化し、地域の魅力

が失われる。

　区活動への支援、区と市の連携システムの充実、空き家

と耕作放棄地対策の連携した仕組みづくり、耕作放棄地

と空き家のマッチング制度の創設、空き家のリノベーショ

ンと民間活力の活用促進を提案する。

【総務環境委員会】　

空き家対策に関すること

地域コミュニティ維持と持続
可能なまちづくりのための土地
利用制度に関すること

暮らしを
大切に

次世代を
見据えて

！

提言

提言

草木が繁茂する空き家

　散居型に集落が形成されている安曇野の課題としては、少子高齢化が進む

と、地域コミュニティの維持が困難となることがある。維持するには人口を

増やすことが最重要課題である。

　移住者、Uターン者を呼び込む宅地造成等の施策を推進し、地域が課題解決

の発想に動き出すことが重要。行政へは、「待つ」姿勢から地域の動きを「誘
いざな

う」

方向への転換を提案する。

【経済建設委員会】　
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　市内小中学校 17 校のうち 16 校に屋外プールがある。建設から一定

期間を経過し、大規模修繕の時期を迎えている。少子化が進み、児童

生徒数が減少していくなか、学校プールの長寿命化を行う。また、学校

プールの共同利用等の集約化と通年利用が可能で、高齢者・障がい者

等も含めた市民の生涯学習として幅広く利用できる室内温水プールの

建設の検討を提案する。

【福祉教育委員会】　

【総務環境委員会】
　１. 新型コロナワクチン接種に関する広報
　２. 外国人に対する新型コロナウイルス感染症対策
【福祉教育委員会】
　１. 新型コロナワクチン接種の早期実施
　２. 市民への分かりやすい情報提供
　３. コロナ禍における、子どもたちの心のストレスケア
　４. 生活困窮者へのきめ細やかな支援
【経済建設委員会】
　１. 新型コロナウイルス関連の支援施策等の情報にアクセスしや

すい広報の充実
　２. 新型コロナウイルス関連の支援の総合的な窓口の創設

　議会では、２年間かけて政策提言を練り上げました。

　３つの常任委員会が政策提言サイクルに従って、市の課

題についてテーマを選定し、調査・研究を重ね、「３項目の

政策提言」にまとめました。

　提言書は９月２日に宮澤市長に提出しました。

　「コロナ感染症対策に関する 8つの要望」は、

第 63 号に特集記事として掲載しました。

　市議会は市民の命と暮らしを大切に、スピード感のある支援・対策を推進するよう
「コロナ感染症対策に関する 8つの要望」を 8月 4日、宮澤市長に提出しました。

学校プールの
今後の方向性に関すること

議会から３項目の政策提言

提言

学校プールに響く歓声

提言書を市長に提出

4
安曇野市議会だより    第 64号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2021. 11.10



　議案第95号　人権擁護委員の推薦について

議
案
第
70
号

令
和
３
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

議
員
提
出
第
７
号

穂
高
商
業
高
校
の
単
独
存
続
を
求
め
る
意
見
書

陳
情
第
６
号

黒
沢
洞
合
自
然
公
園
の

充
実
と
活
用
を
求
め
る

陳
情

井
出 

勝
正

増
田 

望
三
郎

遠
藤 

武
文

小
松 

洋
一
郎

林 

孝
彦

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

は
、
市
民
の
３
割
に
過
ぎ
な
い
。
個

人
情
報
の
自
己
決
定
権
が
保
障
さ
れ

て
お
ら
ず
、
曖あ

い
ま
い昧
な
ま
ま
だ
。
個
人

情
報
が
国
民
監
視
の
道
具
と
な
り
、

地
方
自
治
体
の
自
主
性
が
奪
わ
れ
る

危
険
が
あ
る
。

　

10
年
20
年
後
を
見み

す据
え
た
中
で
、

本
当
に
市
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
な
る
の
か
。
県
の
進
め
方
に

も
疑
義
が
あ
る
が
、
単
独
存
続
に
つ

い
て
も
し
っ
か
り
研
究
し
た
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
重
い
罰
則
を

規
定
し
、
不
正
に
情
報
取
得
し
た
者

は
厳
罰
に
処
せ
ら
れ
る
。
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
で
自
分
の
情
報
に
誰
が
ア

ク
セ
ス
し
、
ど
う
利
用
し
た
の
か
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
情
報
自
己

決
定
権
に
か
な
う
。

　

南
農
と
共
に
単
独
で
存
続
を
求
め

る
署
名
は
２
万
２
千
人
以
上
に
の
ぼ

る
。
既
に
、
南
農
の
存
続
を
求
め
る

陳
情
書
が
採
択
さ
れ
て
い
る
以
上
、

反
対
す
る
理
由
は
な
い
。

　

穂
商
は
長
い
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
、

産
業
の
担
い
手
や
ま
ち
づ
く
り
の
中

核
と
な
る
優
秀
な
人
材
を
多
く
輩
出

し
て
い
る
。
商
業
教
育
の
拠
点
校
と

し
て
地
域
と
共
に
発
展
し
て
ほ
し
い
。

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

採択

可決可決

コロナ禍の命とくらし
　令和３年９月定例会が８月24日
から９月17日まで開催され、報告
８件、議案31件、議員提出議案５件、
請願２件、陳情５件を審議しまし
た。主な質疑と討論を紹介します。

本
陳
情
の
趣
旨
は
市
が
目
指
す
方
向
と
重

な
る
も
の
で
、
洞
合
公
園
の
拡
張
や
再
整
備

等
も
含
め
た
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
市

民
の
協
力
等
を
得
な
が
ら
年
度
内
に
組
織

を
立
ち
上
げ
る
考
え
が
あ
る
と
、
福
祉
教
育

委
員
会
で
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

採
択
を
受
け
て
、
事
業
の
推
進
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

賛
成
の
意
見

穂高商業高等学校

複ふ
く
せ
ん
が
た
し
ょ
う
に
ん

線
型
昇
任
制
度
と
は

　

従
来
の
年
功
序
列
型
の
昇
任
制
度
か
ら
、
職
員
の
能
力
や
実
績
に
基

づ
く
人
事
管
理
を
行
う
制
度
の
こ
と
。
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
職

員
の
主
体
性
を
促
し
、
公
務
能
率
の
向
上
と
組
織
総
合
力
の
強
化

を
図
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
を
目
指
す
も
の
で
す
。

宮澤雅明さん、松岡信之さん、降籏潔
きよし

さんを適任と
しました。

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

難しい用語を
少しだけ解説します！

解 

説
コ
ー
ナ
ー

ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

８８
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令和３年  ９月定例会

議
員
提
出
第
６
号

安
曇
野
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例臼

井 

泰
彦

内
川 

集
雄

坂
内 

不
二
男

井
出 

勝
正

　

穂
高
プ
ー
ル
は
他
の
施
設
で
は
換

え
が
た
い
屋
外
施
設
と
し
て
、
存
続

を
求
め
る
市
民
の
声
が
根
強
い
。
こ

の
声
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
べ
き

で
あ
る
。

　

民
主
的
な
議
論
を
重
ね
、
議
会
で

可
決
し
て
い
る
た
め
、
今
さ
ら
提
出

す
る
こ
と
は
、
全
く
理
解
で
き
な
い
。

　

議
員
は
自
身
の
意
に
反
す
る
結
果

と
な
っ
た
と
し
て
も
、
市
議
会
の
議

決
事
項
に
責
任
を
持
ち
尊
重
す
べ
き

だ
。
今
後
、
仮
に
新
た
な
要
望
が
出

さ
れ
た
な
ら
ば
、
改
選
後
の
議
員
で

議
論
す
べ
き
だ
。

　

今
や
野
球
の
審
判
で
さ
え
ビ
デ
オ

判
定
す
る
時
代
だ
。
自
分
た
ち
が
決

め
た
こ
と
を
も
う
一
度
振
り
返
る
こ

と
も
必
要
だ
。

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

平
成
30
年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
同
様
の
議
案
が
出
さ
れ
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
今
、
条
例
の
改
正
案
を
提

出
す
る
の
か
。

答 問
穂
高
プ
ー
ル
の
廃
止
は
、
民
意

と
の
間
に
齟そ

ご齬
が
生
じ
て
い
る
。

身
体
も
心
も
開
放
で
き
る
、
安

心
・
安
全
な
子
ど
も
の
居
場
所

の
確
保
は
大
事
と
考
え
、
穂
高

プ
ー
ル
削
除
条
例
の
施
行
が
令

和
３
年
10
月
１
日
の
た
め
、
間

に
合
う
よ
う
に
提
出
し
た
。

否決

　一般会計補正予算の主なもの　
● 基金積立金（繰越金確定に伴う財政調整基金等への積立） ６億２, ０１７万円
● 寄附採納事務（寄附額に伴う返礼品費の増など） ４億２, ５４９万円
● 災害関連経費（８月豪雨により被災した道路・河川など） ４，０７３万円
● 新型コロナウイルス感染症対策（地域経済回復のため） ２億１, ８３７万円
● 新型コロナウイルス感染症対策（感染拡大を防ぐため） １億６, １１７万円

を守る補正予算 決めました

補正前の予算額 補正額 補正後の予算額
第４号（議案第70号） 419億9,300万円 11億9,700万円 431億9,000万円
第5号（議案第92号） 431億9,000万円   3億2,600万円 435億1,600万円

補正予算
審議

可　決安曇野市一般会計補正予算（第４号・第５号）
令和３年度

廃
止
と
な
っ
た
穂
高
プ
ー
ル
を
復
活
さ
せ
る
た
め
の
条
例
改
正
案
が
議
員
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

賛
成
の
意
見

廃止が確定し解体工事を待つ穂高プール

賛
成
の
意
見

※千円以下は四捨五入

6
安曇野市議会だより    第 64号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2021. 11.10



あづみ野産業団地遠景

⑥
財
政
は
大
丈
夫
か

決
算
に
つ
い
て
の
討
論

令
和
２
年
度
決
算
の
実
質
単
年
度
収

支
が
約
１
億
１
４
５
７
万
円
の
赤
字

だ
が
財
政
上
の
不
安
材
料
で
は
な
い

の
か
。

答 問
赤
字
の
要
因
は
産
業
団
地
造
成
の
た

め
の
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
。

一
時
的
な
収
支
の
や
り
く
り
の
結
果

で
財
政
状
況
を
判
断
す
る
も
の
で
は

な
く
、
参
考
値
の
一
つ
。

竹
内 

秀
太
郎

小
松 

洋
一
郎

井
出 

勝
正

小
林 

純
子

　

連
結
決
算
の
地
方
債
残
高
は
７
３
１
億

２
２
０
０
万
円
、
歳
入
見
込
み
を
勘
案
し

て
も
２
２
０
億
５
２
０
０
万
円
の
借
金
。

穂
高
プ
ー
ル
は
市
内
唯
一
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
で
、市
民
プ
ー

ル
は
必
要
で
あ
る
。

　

市
役
所
内
の
セ
ク
ハ
ラ
事
件
で
２
年
間

以
上
適
切
な
対
応
が
な
く
、
解
決
す
る
姿

勢
が
見
え
な
い
。
事
業
委
託
や
指
定
管
理

で
事
業
の
丸
投
げ
の
傾
向
が
強
ま
り
、
内

部
統
制
の
緩ゆ

る

み
に
よ
り
適
正
な
事
務
執
行
、

予
算
執
行
が
な
さ
れ
ず
成
果
が
上
が
っ
て

い
な
い
。

　

地
方
債
残
高
は
市
民
が
真
に
必
要
と
す

る
施
設
を
整
備
し
た
結
果
で
、
残
高
以
上

の
資
産
価
値
を
有
す
。
穂
高
プ
ー
ル
は
老

朽
化
が
著
し
く
、
廃
止
条
例
が
議
会
で
既

に
議
決
さ
れ
て
い
る
。

　

事
務
事
業
は
主
要
な
施
策
の
成
果
概
要

か
ら
達
成
で
き
て
い
る
と
捉と

ら

え
る
。
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
一
部
欠
落
し
て
い
る
が
、

結
果
的
に
は
良
好
な
成
果
を
収お

さ

め
て
い
る
。

賛
成
の
意
見

賛
成
討
論

反
対
の
意
見

反
対
討
論

全議案のうち賛否が分かれた議案等
○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

小
林
　
陽
子

臼
井
　
泰
彦

遠
藤
　
武
文

林
　
　
孝
彦

坂
内
不
二
男

井
出
　
勝
正

一
志
信
一
郎

松
枝
　
　
功

増
田
望
三
郎

中
村
今
朝
子

竹
内
秀
太
郎

平
林
　
　
明

藤
原
　
陽
子

猪
狩
久
美
子

宮
下
　
明
博

平
林
　
德
子

小
林
　
純
子

内
川
　
集
雄

小
松
洋
一
郎

小
松
　
芳
樹

召
田
　
義
人

議　案
第65号 安曇野市手数料条例の一部を改正する条例 8／24 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 欠 〇 〇 〇 議

議　案
第70号 令和３年度安曇野市一般会計補正予算（第４号） 9／17 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 欠 議

議　案
第77号

令和２年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認
定について 9／17 認定 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 欠 議

陳　情
第10号

15 歳以下の子どもに対するワクチン接種に慎重
な対応を求める陳情書 9／17 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 退 〇 欠 議

議員提出
議案
第６号

安曇野市体育施設条例の一部を改正する条例 9／17 原案
否決 × 〇 × × × 〇 × × × × × × × 〇 × × × × × 欠 議

議員提出
議案
第７号

長野県穂高商業高等学校の単独での存続を求め
る意見書 9／17 原案

可決 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 議

議員名

議案名
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⑤
中
小
企
業
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は

③
教
育
施
設
で
の
除
草
剤
使
用
は

①
新
昇
任
制
度
が
始
ま
っ
た
が

コ
ロ
ナ
禍
で
膨ふ

く

ら
ん
だ
令
和
２
年
度
予
算
、

　
　
　
　

予
算
執
行
は
適
正
か
？
そ
の
成
果
は
？

　決算の認定とは適正に予算が執行されたのか、その成果がど
うであったのかを議会が評価することです。本定例会ではその
ために多くの質疑が行われました。また決算認定をして終わり
ではなく、その後の市の予算編成への提案や財政運営の一層の
健全化を注視していくことが議会に求められています。

決
算
に
対
す
る
質
疑

複
線
型
昇
任
制
度
を
な
ぜ
導
入
す
る

の
か
。
市
民
に
有
益
か
。
ま
た
本
制

度
の
見
直
し
と
女
性
職
員
の
管
理
職

登
用
は
。

中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
新
規
事

業
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
令
和
元

年
度
事
業
の
拡
大
な
の
か
。
市
の
工

業
振
興
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
企
業

情
報
の
件
数
を
把
握
し
て
い
な
い
の

か
。

未
整
備
森
林
の
解
消
を
目
指
し
て
い

る
が
、
現
状
の
森
林
環
境
譲
与
税
額

で
ど
う
整
備
推
進
を
図
る
の
か
。

子
ど
も
た
ち
が
長
く
過
ご
す
学
校
教

育
施
設
や
社
会
教
育
施
設
の
除
草
・

草
刈
り
で
、
除
草
剤
を
使
用
し
て
い

る
の
か
。

市
へ
の
相
談
者
が
大
幅
に
増
え
た
理

由
と
生
活
困
窮
者
支
援
と
生
活
保
護

と
の
連
携
強
化
は
。

答

答 答

答

答 問

問 問

問

問
職
員
の
公
務
能
力
向
上
と
組
織
総
合

力
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
制

度
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。
性
別

関
係
な
く
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が

肝
要
。

新
規
で
始
め
た
の
で
は
な
く
、
令
和

元
年
度
事
業
を
踏
と
う
し
ゅ
う襲
し
た
上
で
追
加

し
た
内
容
。
サ
イ
ト
は
、
現
在
は
企

業
情
報
が
入
っ
て
き
て
い
な
い
状

態
。

森
林
経
営
管
理
制
度
実
施
方
針
に

沿
っ
て
行
い
、
森
林
経
営
に
適
さ
な

い
と
判
断
さ
れ
た
民
有
林
は
市
が
間

伐
等
の
森
林
整
備
を
行
う
。
財
源
は

森
林
環
境
譲
与
税
の
基
金
を
充
て

る
。

学
校
庁
務
員
が
定
期
的
に
草
刈
り
機

や
手
で
行
う
。
加
え
て
生
徒
、
先
生
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
皆
さ
ん
も
実
施
。

校
庭
、
駐
車
場
な
ど
広
い
場
所
は
状

況
に
応
じ
て
除
草
剤
を
使
用
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
の
長
期
化
に
よ
る
。
生
活
資
金
に

②
生
活
困こ

ん
き
ゅ
う窮
者
支
援
は

④
森
林
整
備
の
た
め
に

令和２年度

議案第77号

決  算
一 般 会 計

困
っ
て
い
る
人
に
は
食
料
や
緊
急
小

口
資
金
な
ど
支
援
を
行
う
。
困
窮
状

態
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
に
は
生
活

保
護
制
度
を
案
内
す
る
。

歳出554億 883万４千円
　 実質収支額８億2012万４千円の黒字決算を認定

前
年
比 

１
・
３
倍

ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

７７
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常任委員会報告

総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
１
件
を
８
月
24
日
に
、
令
和
３
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
お
よ
び
令

和
２
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
の
議
案
２
件
と
陳
情
の
継
続
審
査
１
件
を
９
月
９
日
に
、
令
和
３
年
度

安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
の
議
案
１
件
を
９
月
17
日
に
審
査
し
ま
し
た
。　

 

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓

総
務
環
境

安
曇
野
市
の「
市
バ
ス
実
現
」

を
求
め
る
陳
情

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

安
曇
野
市
の
令
和
２
年
度

の
決
算
は
？

陳情第４号

議案第70号議案第77号

トピック

新型コロナの抗原
簡易キットを配付
　市では陽性者の早期発見の促
進のため、希望者４千人に２個ず
つ郵送で配付する。
　使用期限は 21カ月で、令和５
年１月まで。保管温度は１度から
30 度。安曇野市分の８千個がな
くなっても、追加は考えていない。
　正確さを期すためには、医療機
関でPCR検査を受けてほしい。

　

賛
否
同
数
と
な
り
、
委
員
長
が
裁
決
し
、「
継
続
審

査
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
た
。

・
市
バ
ス
・
巡
回
バ
ス
を
高
齢
者
の
３
割
近
く
が
望
ん

で
い
る
。
交
通
弱
者
を
守
る
た
め
に
は
、
必
要
な
足

の
確
保
、
生
活
の
保
障
だ
。「
あ
づ
み
ん
」
の
充
実

と
と
も
に
、併
用
が
市
民
の
利
益
に
か
な
う
と
思
う
。

・
市
民
要
望
は
本
当
に
根
強
い
も
の
が
あ
る
。
地
域
の

市
民
の
声
を
し
っ
か
り
聞
い
て
、
実
態
に
あ
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
方
式
に
よ
る
運
行
も
検
討
に
値
す
る
。

・
対
面
調
査
の
質
問
項
目
が
適
切
だ
っ
た
と
は
思
え
な

い
。
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
高
校
生
、
電
車
を
利
用
す

る
人
た
ち
も
バ
ス
を
利
用
し
た
い
と
思
う
の
で
、
調

査
の
前
提
か
ら
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

審
査
結
果　

　

審
査
を
継
続
し
た
い
と
す
る
意
見　

　

審
査
の
一
部　

　

審
査
の
一
部　

　

委
員
の
意
見　

長峰山の歴史の塔

人
権
男
女
共
同
参
画
課
の
、
外
国
籍
の
人
に
対

す
る
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
身
と
活
用
は
ど

う
か
。

長
峰
山
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
掘
り
出
し
た

後
は
ど
う
す
る
の
か
。
歴
史
の
塔
が
傷
つ
く
こ

と
は
な
い
の
か
。

防
災
ラ
ジ
オ
・
防
災
マ
ッ
プ
、
出
前
講
座
は
ど

う
か
。

数
年
前
に
生
活
実
態
調
査
を
し
た
。
周
辺
調
査

を
続
け
る
よ
り
も
具
体
的
施
策
に
結
び
つ
け
た

ら
ど
う
か
。

答

答

答 答 問

問

問 問
安
曇
野
に
暮
ら
し
て
の
思
い
を
聞
く
。
松
本
市

が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
比
較
す
る
。

１
９
７
１
年
当
時
の
明
南
小
学
校
と
明
北
小
学

校
の
６
年
生
の
作
文
等
が
入
っ
た
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
の
50
年
後
の
開
封
で
、
歴
史
の
塔
の
基
礎

部
分
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
横
か
ら
取
り
出
す
。

作
文
は
個
人
に
返
却
し
、
必
要
な
も
の
は
管
理

保
管
を
し
て
い
く
予
定
。

防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
は
進
め
て
い
く
。
４
月
か

ら
一
般
の
行
政
放
送
の
割
り
込
み
が
始
ま
っ
て
、

購
入
台
数
も
増
え
て
、
補
助
金
の
申
請
も
伸
び

て
い
る
。
新
し
く
防
災
マ
ッ
プ
が
更
新
さ
れ
、

出
前
講
座
の
要
望
が
多
数
あ
る
。
防
災
マ
ッ
プ

具
体
的
施
策
に
結
び
付
け
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
だ
。
外
国
籍
の
人
の
支
援
と
共
生
の
計
画
に

し
て
い
く
。

の
内
容
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
説
明
会
は
今
後

考
え
る
。

　

特
別
交
付
税
は
、
経
常
的
に
使
う
も
の
に
対
し
て
使

う
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
多
く
の
荷
物
を
持
っ
て
歩

く
高
齢
者
の
こ
と
な
ど
も
考
え
る
と
、
結
論
を
出
す
の

は
時
期
尚
早
と
考
え
、
継
続
審
査
と
し
た
い
。

ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

９９
・・
1010
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      請願
請願
番号 件　　　　　　　名 結果

1 号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める請願書
採択

2号 国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める
請願書

      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

95号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

令和３年  9 月定例会

      産業・経済・観光・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

66 号 安曇野市穂高農村景観活用交流施設条例を廃止する条例

原案
可決

67号 安曇野市三郷総合営農センター条例を廃止する条例

74号 令和３年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算
（第２号）

75号 令和３年度安曇野市有明荘特別会計補正予算（第１号）

76号 令和３年度安曇野市水道事業会計補正予算（第１号）

81号 令和２年度安曇野市上川手山林財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について

認定

82号 令和２年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について

83号 令和２年度安曇野市有明山林財産区特別会計歳入歳出決
算の認定について

84号 令和２年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計歳入歳
出決算の認定について

85号 令和２年度安曇野市穂高山林財産区特別会計歳入歳出決
算の認定について

86号 令和２年度安曇野市産業団地造成事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

87号 令和２年度安曇野市有明荘特別会計歳入歳出決算の認定
について

88号 令和２年度安曇野市水道事業会計利益の処分及び決算の
認定について

原案
可決
及び
認定89号 令和２年度安曇野市下水道事業会計利益の処分及び決算

の認定について

90号 市道の廃止について

原案
可決

91号 市道の認定について

93号 損害賠償の額を定めることについて（公用車事故に関す
ること）

      健康・福祉・教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

68 号 安曇野市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改
正する条例

原案
可決

69号 安曇野市公民館条例の一部を改正する条例

71号 令和３年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

72号 令和３年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

73号 令和３年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第１号）

78号 令和２年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
の認定について

認定79号 令和２年度安曇野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定について

80号 令和２年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出決算の
認定について

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

２号
（継続）安曇野市のより良い給食センターを求める陳情

審査
未了

４号
（継続）安曇野市の「市バス実現」を求める陳情

継続
審査

６号
（継続）黒沢洞合自然公園の更なる充実と活用を求める陳情書

採択
10号 15 歳以下の子どもに対するワクチン接種に

慎重な対応を求める陳情書

11号 新型コロナワクチン接種のインフォームドコンセント
（充分な治験内容説明と理解）を求める陳情

継続
審査

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

65 号 安曇野市手数料条例の一部を改正する条例 原案
可決70号 令和３年度安曇野市一般会計補正予算（第４号）

77号 令和２年度安曇野市一般会計歳入歳出決算
の認定について 認定

92号 令和３年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）
原案
可決94号 令和３年度安曇野市消防団小型動力ポンプ付

積載車の購入に係る売買契約について

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

24 号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告につ
いて（道路事故に関すること）

受理

25号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告につ
いて（公用車事故に関すること）

26号 令和２年度決算に基づく安曇野市健全化判断比率について

27号 令和２年度決算に基づく安曇野市産業団地造成事業特別
会計資金不足比率について

28号 令和２年度決算に基づく安曇野市有明荘特別会計資金
不足比率について

29号 令和２年度決算に基づく安曇野市水道事業会計、安曇野市
下水道事業会計資金不足比率について

30号 令和２年度安曇野市水道事業会計継続費の精算について

31号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告につ
いて（公用車事故に関すること）

      議員提出議案
提出
番号 件　　　　　　　名 結果

４号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書
原案
可決５号 国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の増額を求

める意見書

６号 安曇野市体育施設条例の一部を改正する条例 原案
否決

７号 長野県穂高商業高等学校の単独での存続を求める意見書 原案
可決８号 安曇野市議会基本条例の一部を改正する条例

９月定例会で審議した結果です

11 ページ（福祉教育委員会）「議案第 2号安曇野市のより良い給食センターを求める陳情」　　【誤】「議案第２号」は【正】「陳情第 2号」でした。
　お詫びして訂正いたします第63号の訂正

ページへページへ

ページへページへ

6.7.6.7.1111

8.8.1111..1212..1313

ページへページへ

ページへページへ

1212

1111

    

ページへ2.32.3
｝

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

77
66

77

66

77

    

ページへページへ1212
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支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
工
業
振
興
事
業
の
業
務
委
託
に

は
、
説
明
の
つ
か
な
い
こ
と
が
多
く
、
反
対
す
る
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
事
業
の
検
証
を
し
な
い
ま

ま
、
毎
年
予
算
が
大
幅
に
増
額
し
て
い
る
。
不
透
明
な

手
続
き
で
業
務
委
託
し
、
事
業
拡
大
す
る
と
い
う
市
の

姿
勢
に
大
き
な
疑
問
を
感
じ
る
の
で
反
対
す
る
。

　

市
内
の
企
業
の
育
成
や
活
性
化
の
た
め
に
、
専
門
の

　

何
と
か
新
し
い
事
業
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
焦あ

せ

っ
て
い

た
た
め
と
思
う
が
、
今
後
は
十
分
注
意
を
払
っ
て
進
め

る
と
の
こ
と
な
の
で
賛
成
す
る
。

坂
内 

不
二
男

一
志 

信
一
郎

井
出 

勝
正

小
林 

純
子

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

議案第77号

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

安
曇
野
市
の
令
和
２
年

度
の
決
算
は
？

経
済
建
設

ウ

※

ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
中
で
国
産
材
の
需
要
は
高

ま
る
の
で
は
な
い
か
。
市
有
林
が
伐
採
期
を
迎

え
て
い
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
、
材
と
し
て
の
売

り
込
み
は
、
今
後
ど
う
考
え
る
か
。

令
和
元
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
企
業
動
向
調
査
・

支
援
事
業
を
、
あ
づ
み
野
産
業
振
興
支
援
セ
ン

社
会
貢
献
等
の
た
め
市
の
産
業
支
援
の
業
務
を

す
る
な
ら
ば
、
一
般
社
団
法
人
で
は
な
く
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
あ
る
し
、
市
が
関
与
す
る
な
ら
市
の

出
資
に
よ
り
財
団
法
人
に
す
べ
き
で
は
。

業
務
委
託
の
成
果
は
あ
が
っ
て
い
る
か
。

答

答答答

問問

問問

伐
採
、
運
搬
の
た
め
の
作
業
道
等
も
整
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
木
材
の
売
上
で
そ
れ
ら
経
費

を
賄ま

か
な

う
の
は
難
し
い
。
市
有
林
の
材
木
の
売
上

げ
で
市
の
財
源
を
潤
す
こ
と
は
厳
し
い
が
、
利

用
先
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
は
市
有
林
を
中
心

と
し
て
材
を
確
保
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

随
意
契
約
理
由
書
の
誤
記
載
は
、
誤
り
を
訂
正

し
忘
れ
た
も
の
で
、
虚
偽
の
記
載
を
し
た
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
市
か
ら
の
委
託
事
業
は
収
益

事
業
だ
が
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
場
合
、
収
入
の

使
い
道
が
「
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献
事
業
」
に

該
当
す
る
た
め
、
非
営
利
徹
底
型
一
般
社
団
法

人
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。

財
団
法
人
の
設
立
に
は
相
当
の
時
間
が
か
か
り
、

工
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
た
形
の
一
般
社
団
法
人

設
立
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

年
々
事
業
規
模
も
大
き
く
な
っ
て
委
託
料
も
増

え
、
成
果
も
上
が
っ
て
い
る
。

トピック

三郷西部認定こども園建設
～市有林のヒノキ等を活用～
　安曇野市には、三郷室山、堀金烏川等に
市有林があり、これまでも市庁舎の建設に
市有林の材を使っている。現在、三郷西部
認定こども園の建設計画が進んでいるが、
園舎は木造建築で、必要な木材は市有林の
ヒノキ、カラマツ、アカマツを伐採して使う
ことになった。
　地元材を使ったぬくもりのある園舎が完成
すれば、市が目指すSDGsにも貢献できる。

経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
３
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
お
よ
び
令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
を
含
む
議
案
18
件
と
追
加
議
案
２
件
を
９
月
17
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓

タ
ー
（
以
下
、
支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
市
が
関
与

し
て
設
立
し
、
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、
疑
義

が
あ
り
、
詳
し
い
説
明
を
求
め
る
が
。

堀金烏川市有林の
ヒノキ、カラマツ

事
業
者
に
委
託
す
る
の
は
い
い
が
、
そ
れ
を
行
う
た
め

の
手
続
に
不
備
が
あ
っ
た
。
令
和
２
年
度
の
実
績
等
に

つ
い
て
は
、
成
果
が
出
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
の

で
賛
成
す
る
。

※
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
…
現
在
、輸
入
木
材
の
供
給
不
足
に
よ
っ
て
国
産
材
を
含
む
建
築
用
木
材
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、住
宅
業
界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

市
有
林
材
の
活
用
に
つ
い
て

　

あ
づ
み
野
産
業
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

９９
・・
1010
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常任委員会報告

「国型コミュニティ・スクール」とは

　

認
定
こ
ど
も
園
の
公
設
公
営
を
望
む
。
民
意
を
尊
重

す
る
た
め
に
民
間
活
力
導
入
に
は
反
対
す
る
。

　

子
ど
も
を
含
む
市
民
か
ら
穂
高
プ
ー
ル
の
存
続
を
望

む
声
が
あ
る
。
解
体
に
関
わ
る
費
用
に
反
対
す
る
。

　

民
間
活
力
導
入
の
良
さ
を
学
び
、
公
営
で
も
活
用
、

相
乗
効
果
に
よ
っ
て
、
保
育
行
政
を
良
く
す
る
た
め
に

賛
成
す
る
。

　

穂
高
プ
ー
ル
の
廃
止
は
す
で
に
議
決
さ
れ
て
い
る
。

・
堀
金
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
学
校
・
給
食
セ
ン
タ
ー
・

地
域
の
関
係
が
良
い
。
地
域
と
共
に
食
文
化
を
育は

ぐ

く

み
、
子
ど
も
た
ち
も
作
り
手
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

学
ぶ
。

・
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
地
場
産
物
を
給
食
に
使
う
取
り
組
み

を
始
め
て
い
る
。
課
題
等
議
論
が
必
要
だ
。

竹
内 

秀
太
郎

猪
狩 

久
美
子

賛
成
の
意
見

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ

ン
ト
（
充
分
な
治
験
内
容
説

明
と
理
解
）
を
求
め
る
陳
情

15
歳
以
下
の
子
ど
も
に

対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
慎
重
な
対
応
を
求
め

る
陳
情
書

陳情第11号

陳情第10号

安
曇
野
市
の
令
和
２
年

度
の
決
算
は
？

安
曇
野
市
の
よ
り
良
い

給
食
セ
ン
タ
ー
を
求
め

る
陳
情

議案第77号

陳情第２号
福
祉
教
育

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
を
含
む
議
案
10
件
と
請
願
２
件
・
陳
情
２
件
・
継
続

陳
情
２
件
を
９
月
10
日
に
、
令
和
３
年
度
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
を
含
む
議
案
２
件
を
９
月
14
日
に
、
令
和
３
年
度
安
曇
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
含
む
議
案
１
件
・
議
員
提
出
議
案
２
件
を
９
月
17
日
に
審
査
し
ま
し
た
。
議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓

　市内17 小・中学校ごとに学校運営協
議会を設置し、学校と地域住民が連携・
協働・交流で力を合わせ、学校運営に取
り組む。地域の声を生かし、特色ある学
校づくりを進める。

反
対
の
意
見

トピック

　

審
査
を
継
続
し
た
い
と
す
る
意
見　

　

陳
情
者　

　

審
査
を
継
続
し
た
い
と
す
る
意
見　

　

意
見　

　

意
見　

　

執
行
部
よ
り　

・
様
々
な
情
報
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
、
ワ
ク
チ
ン
に
対
す

る
知
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
周
知
に
努
め
、
納
得
し
て

接
種
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
強
制
で
な
く
、
自
己
判
断
で
お
願

い
す
る
の
が
前
提
。
不
明
確
な
情
報
は
除
き
、
国
な

ど
が
公
表
す
る
公
の
情
報
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
に
、
地
産
地
消
、

食
育
の
あ
り
方
等
諮
問
し
て
い
る
。
そ
の
結
論
が
見
え

て
い
な
い
。食
育
に
関
し
て
し
っ
か
り
と
研
究
し
た
い
。

継
続
し
て
審
査
し
た
い
。

　

臨
床
試
験
が
終
わ
っ
て
い
な
い
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
。
15
歳
以
下
の
子
ど
も
の
接
種

に
は
慎
重
な
対
応
を
求
め
、
保
護
者
や
子
ど
も
が
判
断

で
き
る
よ
う
な
充
分
な
情
報
提
供
を
し
て
ほ
し
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
反
応
の
大
き
さ
、
接
種
し
な
い

時
の
起
こ
り
得
る
重
症
化
・
死
亡
例
・
後
遺
症
な
ど
を

比
較
し
て
、
個
人
が
選
択
し
接
種
し
て
い
る
。
不
明
確

な
情
報
で
不
安
を
あ
お
る
の
で
な
く
、
正
し
い
情
報
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
行
政
の
対
応
を
見
守
り

た
く
継
続
し
た
い
。

・
市
民
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
る
か
迷
っ
て
い
る
。
本

市
の
事
例
を
伝
え
、厚
生
労
働
省
の
情
報
を
抽
出
し
、

注
意
喚
起
等
の
情
報
提
供
を
求
め
て
い
る
。

・
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
た
人
に
つ
い
て
、
ど
の

様
な
事
例
が
あ
る
か
広
く
情
報
提
供
が
必
要
。

　

３
回
継
続
審
査
と
な
り
審
査
未
了
と
な
り
ま
し
た
。

ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

９
・
９
・
1010
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９月
定例会 市政のここが聴きたい!!

 

り
組
み
状
況
を
伺
う
。

政
策 

20
歳
以
上
の
学
生
に
対
し
、
県
が
主
催

す
る
合
同
企
業
説
明
会
等
の
情
報
発
信

や
県
と
市
町
村
が
共
同
で
就
業
・
創
業

移
住
支
援
事
業
補
助
金
制
度
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
補
助
金
制
度
以
外
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

教
部 

Ｃ
Ｓ
事
業
は
、
郷
土
の
魅
力
の
再
発
見

の
場
と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は

自
分
た
ち
の
地
域
を
知
る
こ
と
や
地
域

と
の
交
流
に
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

故
郷
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
高
め
、
一
人

で
も
多
く
故
郷
に
戻
る
よ
う
、
体
験
的
・

探
究
的
な
特
色
あ
る
総
合
的
な
学
習
支

援
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

自民安曇野
小松 洋一郎

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
は

市
民
に
浸
透
し
て
い
る
の
か

　

問 

地
域
に
対
す
る
郷
土
愛
や
愛
着
を
持
つ

誇
り
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
一
人
一
人

が
地
域
を
よ
り
良
く
し
て
い
こ
う
と
い

う
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
、
自
発
的
に

地
域
づ
く
り
に
参
加
す
る
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
の
宣
言
を
行
い
、
移
住
促
進
や

協
働
等
の
政
策
に
普
及
さ
せ
て
い
く
考

え
は
な
い
か
。

市
長 

市
民
憲
章
や
自
治
基
本
条
例
で
も
提
唱

さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
宣
言
の
必
要
は

な
い
と
考
え
る
が
、
端
的
な
言
葉
で
の

発
信
は
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

　

問 

市
の
移
住
者
状
況
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

手
法
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
考
え
は
。

政
策 

市
が
サ
ポ
ー
ト
し
移
住
し
た
人
は
、
近

年
毎
年
50
～
60
人
で
、
首
都
圏
か
ら
の

30
代
が
多
い
。
流
山
市
で
は
移
住
者
獲

得
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
を
取
り
入

れ
、
広
告
、
来
訪
、
フ
ァ
ン
づ
く
り
、

住
む
、
と
い
う
区
分
に
対
し
、
対
策
を

講
じ
成
果
を
出
し
て
い
る
。
戦
略
が
明

確
で
広
告
宣
伝
も
上う

ま手
い
事
例
な
の
で
、

地
域
の
活
性
化
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

　

問 

移
住
に
伴
う
Ｕ
・
Ⅰ
・
Ｊ
タ
ー
ン
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
Ｃ
Ｓ
）
の
取

コミュニティスクール事業の様子
（小学５年生の田植え）

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

　

問 

須
砂
渡
ト
ン
ネ
ル
に
県
予
算
が
つ
い
た
。

完
成
予
定
は
。

市
長 

令
和
２
年
度
補
正
予
算
で
新
規
事
業
化

し
、
地
形
測
量
が
終
了
。
今
年
は
地
質

調
査
。
完
成
予
定
は
未
定
。

　

問 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
４
施
設
の
統
廃
合

に
つ
い
て
伺
う
。

教
部 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
に
８

月
25
日
に
諮
問
し
、
①
地
産
地
消
の
拡

大
及
び
生
産
者
と
児
童
と
の
交
流
の
在

り
方
②
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
効
率
的

な
運
営
の
２
件
に
つ
い
て
、
審
議
が
開

始
さ
れ
た
。

東金市の道の駅にある安曇野産品コーナー

　

問 

平
成
27
年
の
友
好
都
市
締
結
か
ら
６
年

を
経
た
。
成
果
と
今
後
の
政
策
は
。

政
策 

平
成
24
年
災
害
時
相
互
支
援
宣
言
、
平

成
27
年
友
好
都
市
締
結
と
な
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
令
和
元
年
、
台
風
19
号
の

襲
し
ゅ
う
ら
い

来
時
に
は
東
金
市
の
８
０
０
軒
を
超

 

え
る
被
災
に
対
し
、
協
定
に
基
づ
き
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
や
飲
料
水
な
ど
の
物
資
、

見
舞
金
等
を
届
け
た
。
平
成
28
年
か
ら

は
安
曇
野
市
の
小
学
生
が
東
金
市
を
訪

問
、
相
互
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。
産
業

面
で
も
東
金
市
の
道
の
駅
に
安
曇
野
産

品
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
産
業
祭
に

は
、
そ
ば
大
会
、
リ
ン
ゴ
販
売
が
催
さ

れ
た
。
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、

多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

東
金
市
か
ら
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
城
西
国
際
大
学
の
留
学
生
も
市

に
訪
れ
て
い
る
。

市
長 

市
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
が
持
続
し
、
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
お
互
い
の

自
治
体
を
知
り
合
っ
て
、
交
流
が
よ
り

活
発
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

広
が
り
続
け
る
東
金
市

と
の
交
流
の
輪

自民安曇野
一志 信一郎

須
砂
渡
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
着
手
を

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合
は
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問 

本
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
低
い
と
い

う
声
を
聞
く
。
県
内
19
市
で
何
位
か
。

保
健 

各
市
町
村
の
接
種
率
は
公
表
し
て
い
な

い
。
８
月
26
日
現
在
の
県
平
均
接
種
率

は
１
回
目
59
・
３
％
、
２
回
目
48
・
６

 

％
。
本
市
は
１
回
目
53
・
１
％
、
２
回

目
は
45
・
２
％
。

　

問 

若
年
者
の
感
染
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
若
年
者
や
10
代
の
希
望
者
に
も
接

種
券
を
配
布
で
き
な
い
か
。

市
長 

12
歳
以
上
に
は
、
本
日
接
種
券
を
発
送

す
る
が
、
基
本
的
に
は
年
代
の
高
い
人

か
ら
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
進
め
て

い
き
た
い
。

　

問 

令
和
２
年
度
成
人
式
を
11
月
21
日
に
延
期

 

し
た
が
、
規
模
、
内
容
の
予
定
は
。
19

市
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

教
部 

新
総
合
体
育
館
で
対
象
者
の
75
％
程
度
、

約
８
０
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。
19
市

で
式
典
を
中
止
し
た
の
が
９
市
、
延
期
、

再
延
期
し
た
の
が
６
市
、
代
表
者
で
実

施
し
た
等
４
市
。

　

問 

市
道
豊
科
１
級
26
号
線
の
未
開
通
箇
所

（
豊
科
南
小
学
校
西
側
を
北
に
延
び
る

 

幹
線
道
路
）
の
工
事
進
捗
状
況
と
用
地

交
渉
の
状
況
は
。

建
設 

令
和
２
年
以
降
は
工
事
進
捗
と
用
地
取

得
は
な
い
。

　

問 

以
前
、
10
年
以
上
も
工
事
が
進
ま
な
い

理
由
を
指
摘
し
、
用
地
交
渉
を
専
門
で

行
え
る
体
制
を
提
案
し
た
。
そ
の
実
施

状
況
は
。

建
設 

令
和
３
年
度
か
ら
用
地
交
渉
と
工
事
発

注
担
当
者
を
分
け
る
体
制
に
し
、
用
地

交
渉
の
経
験
豊
富
な
職
員
を
配
置
し
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
半
世
紀
の
政
治
家
活
動
を
振
り
返
っ
て
市
民

に
伝
え
た
い
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

自民安曇野
竹内 秀太郎

令和２年１月の成人式の様子

遅
い
市
道
幹
線
道
路
の
改
良
工
事

　

問 

三
郷
西
部
・
東
部
認
定
こ
ど
も
園
整
備

の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

西
部
は
令
和
５
年
度
完
成
を
目
指
し
、

令
和
３
年
度
後
半
に
建
設
工
事
を
発
注
。

耐
震
機
能
・
安
全
性
を
確
保
し
た
木
造

で
、
市
有
林
の
間
伐
材
を
使
用
。
園
児

が
伸
び
伸
び
生
活
で
き
る
、
温
も
り
の

あ
る
、
省
エ
ネ
・
快
適
性
、
夏
涼
し
く

冬
暖
か
い
園
舎
に
し
た
い
。
運
営
は
公

設
民
営
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
関
わ
り
、

豊
か
な
自
然
環
境
な
ど
、
西
部
の
特
徴

を
生
か
す
受
託
者
に
お
願
い
し
た
い
。

東
部
は
移
転
候
補
地
の
地
権
者
と
用
地

交
渉
中
。
令
和
４
年
度
に
実
施
設
計
発

注
、
５
年
度
建
設
工
事
に
着
手
、
６
年

度
完
成
を
目
指
す
。

　

問 

文
科
省
の
２
０
２
０
年
度
学
校
保
健
統

計
調
査
の
結
果
、
肥
満
傾
向
・
視
力
の

低
下
が
み
ら
れ
る
と
い
う
が
。

教
部 

令
和
元
年
度
と
２
年
度
の
健
康
診
断
結

果
を
比
較
す
る
と
、
標
準
体
重
よ
り
20

 

％
以
上
多
い
児
童
・
生
徒
の
割
合
が
増

加
。
視
力
も
裸
眼
視
力
１
・
０
未
満
の

 

割
合
が
増
加
。
い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
運
動
不
足
、
ス
マ
ホ
や
テ
レ
ビ
等

電
子
機
器
の
長
時
間
使
用
が
原
因
の
一

つ
。
肥
満
傾
向
は
養
護
教
諭
が
必
要
に

応
じ
て
指
導
。
体
力
向
上
に
、
走
る
こ

と
で
基
礎
的
運
動
能
力
の
向
上
を
目
指

す
。
視
力
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
利
用
時
に

30
分
に
１
回
、
目
を
休
む
よ
う
指
導
。

　

問 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
心
の
健
康
面
は
。

教
部 
市
の
相
談
窓
口
の
案
内
チ
ラ
シ
を
、
小

中
学
校
全
家
庭
に
配
付
。
校
内
の
感
染

拡
大
を
防
ぐ
至
上
命
題
の
な
か
、
体
験

活
動
を
行
う
よ
う
努
め
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
市
民
の
健
康
を
守
る
た

め
に

○
農
業
振
興
を
考
え
る

子
ど
も
た
ち
の
健す

こ

や
か
な

成
長
を
願
っ
て
、
問
う

政和クラブ
平林 德子

みんなで仲良く遊ぼうよ！

一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部
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９月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　

問 

市
長
就
任
後
の
成
果
と
、
合
併
一
体
感

の
醸

じ
ょ
う
せ
い

成
は
出
来
た
の
か
。

市
長 

安
曇
野
イ
ン
タ
ー
へ
の
名
称
変
更
を
は

じ
め
、
土
地
利
用
制
度
の
統
一
、
市
歌

の
制
定
等
で
は
一
体
感
の
醸
成
に
寄
与

で
き
た
。
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、

安
曇
野
花
火
、
新
そ
ば
と
食
の
感
謝
祭

な
ど
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
に

な
り
取
り
組
め
た
。
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、

賛
否
は
あ
っ
た
が
、
本
庁
舎
、
公
民
館
、

支
所
、
児
童
館
、
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
、

保
育
園
等
、
市
民
・
議
会
の
協
力
の
中

で
順
調
に
建
設
で
き
た
。

　

問 

道
路
整
備
に
お
い
て
は
、
松
糸
道
路
は

事
業
化
で
き
た
が
、
市
内
の
東
西
線
の

整
備
が
残
さ
れ
た
。
特
に
国
道
１
４
７

号
高
家
バ
イ
パ
ス
の
先さ

き
せ
ん線

は
、
次
期
市

長
の
引
き
継
ぎ
を
期
待
す
る
か
。

市
長 

高
家
バ
イ
パ
ス
拾
ケ
堰
北
交
差
点
か
ら

西
へ
向
け
て
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
県

の
交
通
量
調
査
に
お
い
て
渋
滞
緩
和
に

つ
な
が
ら
な
い
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

西
部
地
域
の
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
道

路
に
な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
次

期
市
長
へ
申
し
送
り
し
た
い
。

　

問 

公
共
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
引

継
ぎ
さ
れ
る
の
か
。

市
長 

少
子
高
齢
化
の
流
れ
で
も
あ
り
、
一
定

水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
を
念
頭

に
、
再
配
置
問
題
は
引
き
継
い
で
も
ら

い
た
い
。

　

問 

高
校
再
編
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
懇
話

会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
外
れ
る
が
、
違
っ

た
立
場
で
参
画
す
る
の
か
。

市
長 

懇
話
会
構
成
員
と
な
り
、
様
々
な
意
見

を
言
っ
て
き
た
。
特
に
職
業
高
校
だ
け

が
統
合
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
こ
と

に
憤

い
き
ど
おり

を
感
じ
て
い
た
。
機
会
が
あ
れ

ば
今
後
は
、
同
窓
会
顧
問
と
い
う
立
場

で
、
意
見
を
言
い
た
い
。

市
長
と
し
て
の
手
腕
総
括
と

残
さ
れ
た
課
題
は

公明党
小松 芳樹

早期建設が望まれる 147 号バイパス先線

無会派
内川 集雄

　

問 

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
が
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
や
縮
小
と
な
っ
た
。
オ
リ
・
パ
ラ
が

終
わ
れ
ば
、
こ
の
事
業
も
終
わ
る
の
か
、

進
化
さ
せ
他
に
水
平
展
開
す
る
の
か
、

今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

政
策 

時
期
を
調
整
し
た
上
で
、
市
内
小
・

中
学
校
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
選
手
と
の

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
も
検
討
し
て
い
る

が
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
い
う
名
目
で

の
事
業
は
一
旦
区
切
り
と
な
る
。
ク

ラ
ム
ザ
ッ
ハ
と
姉
妹
都
市
提
携
も
結

ん
で
お
り
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業

と
し
て
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
等
を
参

考
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
化
を
知

り
、
よ
り
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
取
り
組
み
や
、
ウ
オ
ー
タ

 

ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
カ
ヌ
ー
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
体
験
教

室
の
開
催
な
ど
、
今
後
も
継
続
し
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

　

問 

安
曇
野
の
水
環
境
の
魅
力
を
味
わ
う
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
は
、
市
民
の
関
心
が

高
か
っ
た
。
市
民
の
関
心
を
ど
の
よ
う

に
見
て
、
ど
の
よ
う
な
展
開
に
す
る
の

か
、
今
後
に
生
か
す
の
か
。
ま
た
、
共

催
し
た
安
曇
野
リ
バ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
と
の
連
携
の
深
化
に
つ
い
て
。

政
策 

定
員
35
人
に
対
し
て
１
７
７
組
４
７
４

人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
大
き
な
反
響

が
あ
っ
た
。
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
楽
し
む

だ
け
で
な
く
、
安
曇
野
の
水
環
境
へ
の

理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。
安
曇

野
リ
バ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に
は
、

引
き
続
き
力
を
借
り
た
い
。

　

問 

政
務
活
動
費
へ
の
市
の
対
応
は
。

総
務 

条
例
に
基
づ
い
て
審
査
等
を
し
て
い
る
。

税
金
で
あ
り
、
し
っ
か
り
内
容
を
確
認

す
る
。

安
曇
野
の
水
の
恵
み
と

家
族
の
笑
顔
と
歓
声
か
ら

川面に響く子どもたちのラフティング体験

納
税
者
の
視
点
で
見
る
政
務
活
動
費
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一 般 質 問
　

問 

８
月
13
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
に
よ
り

警
戒
レ
ベ
ル
５
の
緊
急
安
全
確
保
が
出

さ
れ
、避
難
所
が
開
設
し
た
。
避
難
者
が
、

床
の
上
に
座
布
団
を
ひ
い
て
横
に
な
っ

て
い
る
姿
を
見
た
時
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ト
が
必
要
と
思
っ
た
が
ど
う
か
。

総
務 

今
回
の
避
難
所
の
環
境
等
検
証
し
、
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
の
使
用
に
つ
い
て
も
研

究
し
て
い
く
。

　

問 

高
齢
者
が
多
い
地
域
で
は
、
早
い
段
階

で
、
福
祉
避
難
所
の
開
設
が
必
要
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

福
祉 

１
次
避
難
所
と
し
て
設
置
す
る
指
定
避

難
所
に
も
、
状
況
に
応
じ
て
福
祉
避
難

ス
ペ
ー
ス
を
開
設
し
て
い
く
。

　

問 

区
役
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
、
市
役
所

内
の
各
区
担
当
の
職
員
に
担
っ
て
も
ら

う
こ
と
は
ど
う
か
。

生
活 

職
員
は
、
災
害
時
に
は
庁
舎
に
参
集
し

災
害
対
応
に
専
念
す
る
た
め
、
兼
ね
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

問 

２
０
１
９
年
度
の
長
野
県
の
不
登
校
児

童
生
徒
数
は
、
過
去
最
多
と
な
っ
た
。

本
市
の
状
況
と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

教
部 

令
和
２
年
度
は
１
８
７
人
、
前
年
度
よ

り
27
人
、
16
・
８
％
増
加
。
不
登
校
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
家
庭
訪
問
等

し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

福
祉 

中
学
卒
業
後
は
、
ひ
き
こ
も
り
対
策
推

進
事
業
の
中
で
支
援
し
て
い
る
。

　

問 
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
た
め
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
、
認
知
度
向
上
、

相
談
窓
口
の
周
知
、
早
期
発
見
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

教
長 

小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
に
配
布
し
て

い
る
教
育
相
談
の
案
内
の
中
に
、
新
た

な
項
目
を
加
え
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

公明党
中村 今朝子

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

新
総
合
体
育
館
建
設
事
業
が
終
了
間
近
。

健
康
・
交
流
・
快
適
・
安
全
を
提
供
し

未
来
へ
の
夢
を
描
く
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
、
市
民
の
夢

や
感
動
を
生
み
出
す
Ａ
Ｎ
Ｃ
ア
リ
ー
ナ
、

人
と
人
、
地
域
を
つ
な
ぎ
、
そ
し
て
未

来
に
つ
な
ぐ
、
安
曇
野
市
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
貢
献
す
る
新
総
合
体
育
館
と
思

う
が
、
市
長
の
建
設
の
思
い
は
。

市
長 

ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
、
見
る
、
支
え
る
」

 

「
市
民
交
流
」「
健
康
長
寿
」「
安
全

 

安
心
」
の
４
つ
の
テ
ー
マ
で
建
設
し
て

い
る
。
災
害
時
の
防
災
拠
点
で
も
あ
り
、

市
民
交
流
の
場
所
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

　

問 

自
転
車
活
用
推
進
事
業
の
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
２
コ
ー
ス
造
成
の
進
捗
状
況
は
。

政
策 

コ
ー
ス
造
成
整
備
と
注
意
喚
起
看
板
設

置
と
も
年
内
完
成
を
予
定
。
令
和
４
年

春
使
用
開
始
の
予
定
。

　

問 
林
道
と
交
差
す
る
箇
所
は
路
面
標
示
も

必
要
。
洗
車
場
も
必
要
で
あ
る
。

政
策 

利
用
者
の
声
を
聴
き
、
検
討
す
る
。

　

問 

体
育
団
体
支
援
事
業
で
全
国
大
会
出
場

に
激
励
金
を
贈
っ
た
状
況
と
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
対
す
る
補
助
金
の
状
況
は
。

教
部 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
大
会
中
止
の
影
響
で

大
幅
に
減
っ
て
い
る
。

　

問 

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
、
自
転
車
活
用

の
推
進
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
、
ジ
ュ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
選
手
育
成
事
業
の
実
施
は
。

教
部 

ど
の
教
室
も
中
止
や
縮
小
な
ど
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
出
て
い
る
。

　

問 

牧
運
動
場
を
陸
上
競
技
用
か
、
サ
ッ
カ

 

ー
、
ラ
グ
ビ
ー
用
に
本
格
的
に
改
修
し
、

駐
車
場
も
整
備
し
て
、
合
宿
を
誘
致
し

観
光
、
経
済
効
果
を
生
み
出
し
て
は
。

教
部 

公
式
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
計
画
を
検
証
・

見
直
し
、
研
究
し
整
備
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
市
長
の
市
発
展
に
尽
く
し
た
総
括
を

更なるスポーツ拠点として期待する牧運動場

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
を

自民安曇野
平林 　明

心
の
健
康
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９月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
Ｄ
Ｘ
…
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。
進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
デ
ー
タ
を
駆
使
し
、
地
域
交
通
、
医
療
、
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
人
々
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
も
の
。

政和クラブ
松枝 　功

　

問 

８
月
14
日
を
中
心
と
し
た
豪
雨
に
よ
る

災
害
で
、
市
の
対
応
の
総
括
と
教
訓
は
。

市
長 

市
で
は
幸
い
人
的
、
人
家
の
被
害
は
な

か
っ
た
が
、
今
後
は
豪
雨
災
害
が
高
い

頻
度
で
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危き

 

惧ぐ

す
る
。
河
川
の
水
位
上
昇
に
よ
る
内

 

水
氾は

ん
ら
ん濫

へ
の
対
応
が
課
題
だ
。

　

問 

明
科
中
川
手
の
「
御
宝
田
水
の
ふ
る
さ

と
公
園
」
が
、
昨
年
７
月
に
続
い
て
大

き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
対
応
は
。

商
工 

今
後
も
浸
水
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
復

旧
す
べ
き
で
、
多
額
の
費
用
は
か
け
ら

れ
な
い
。
取
り
急
ぎ
、
白
鳥
が
飛
来
す

る
遊
水
池
の
復
旧
を
進
め
た
い
。

　

問 

こ
の
公
園
は
、
古
来
か
ら
あ
る
治
水
の

構
造
「
霞

か
す
み
て
い

堤
」
の
状
態
で
造
ら
れ
た
も

 

の
。
こ
の
構
造
を
研
究
し
て
の
復
旧
対

応
は
。

商
工 

関
係
機
関
と
も
協
議
し
、
必
要
な
整
備

を
行
い
、
公
園
を
維
持
存
続
し
て
い
き

た
い
。

　

問 

犀さ
い
が
わ川

の
水
位
上
昇
に
よ
る
内
水
氾
濫
へ

の
対
応
と
し
て
、
信
頼
で
き
る
常
設
の

排
水
ポ
ン
プ
場
整
備
の
考
え
は
。

建
設 

ポ
ン
プ
場
は
効
果
は
あ
る
が
、
相
当
の

費
用
が
必
要
。
今
回
の
よ
う
な
非
常
時

に
併あ

わ

せ
た
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
な
ど
、

総
合
的
に
検
討
す
る
。

　

問 

市
有
林
の
多
く
の
木
が
樹
齢
70
か
ら
80

年
と
、
伐
期
を
迎
え
て
い
る
。
計
画
的

な
伐
採
、
活
用
な
ど
の
方
針
は
あ
る
か
。

農
林 

本
来
、
人
工
林
は
木
材
生
産
の
た
め
に

造
林
さ
れ
た
も
の
。
市
有
林
材
は
市
の

公
共
施
設
へ
の
活
用
も
進
め
て
い
る
が
、

今
後
は
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
も
見み

据す

え
、
木
材
の
利
用
に
併
せ
た
伐
採
を

計
画
的
に
進
め
た
い
。

今回稼働した国土交通省の排水ポンプ車

８
月
豪
雨
災
害
で
の

教
訓
と
今
後
の
対
応

伐ば

っ

き期
を
迎
え
る
市
有
林
の
活
用

　

問 

安
曇
野
の
美
し
さ
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の

麓
ふ
も
と

に
広
が
る
田
園
風
景
が
象
徴
で
あ
る
。

農
業
施
策
の
取
り
組
み
と
展
望
は
。

市
長 

農
業
従
事
者
へ
の
意
向
調
査
で
は
、
10

年
後
に
後
継
者
不
在
が
３
割
を
超
え
た
。

何
と
か
農
業
を
守
り
、
安
曇
野
の
田
園

風
景
や
環
境
を
守
り
た
い
と
思
う
。

農
林 

地
域
ご
と
に
今
後
の
方
向
性
を
決
め
る

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

問 

第
３
次
農
業
農
村
振
興
計
画
は
ど
う
調

査
を
反
映
し
て
い
く
の
か
。

農
林 

「
田
園
風
景
と
共
生
す
る
農
と
暮
ら
し
」

を
目
指
し
、
年
度
内
に
協
議
し
、
実
効

性
の
高
い
計
画
を
策
定
す
る
。

　

問 

企
業
の
農
業
新
規
参
入
へ
の
対
処
は
。

農
林 

農
業
活
性
化
、
農
地
保
全
の
手
法
の
一

つ
と
し
て
希
望
す
る
企
業
を
支
援
す
る
。

商
工 

各
種
助
成
制
度
を
用
意
し
て
企
業
の
立

地
を
支
援
し
て
い
く
。

　

問 

コ
ロ
ナ
禍
で
浮
き
彫
り
の
課
題
に
、
人

権
、
Ｉ
Ｔ
利
用
、
行
政
事
務
が
あ
る
。

Ｄ
Ｘ
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
な
る
か
。

副
長 

市
民
目
線
に
立
ち
、
推
進
す
る
。

政
策 

令
和
５
年
度
か
ら
稼か

ど

う働
で
き
る
よ
う
Ｄ

Ｘ
推
進
本
部
を
立
ち
上
げ
て
対
策
す
る
。

　

問 

Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
期
待
す
る
。
手
続
き
の
共
通
化
、
標

準
化
で
、
市
民
や
有
識
者
等
の
協
力
は
。

副
長 

推
進
本
部
は
副
市
長
を
ト
ッ
プ
に
全
庁

的
、
横
断
的
に
協
力
す
る
。
手
探
り
状

態
の
た
め
人
員
配
置
も
適て

き

ぎ宜
見
直
す
。

　

問 

業
務
再
構
築
は
、
ど
う
進
め
る
か
。

政
策 

自
治
体
事
務
標
準
化
推
進
協
議
会
等
で
、

他
市
町
村
の
情
報
も
入
手
し
推
進
す
る
。

　

問 

市
民
の
声
も
反
映
し
た
い
が
。

政
策 

申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
全
国
共
通
の

31
手
続
き
な
ど
想
定
し
て
い
る
が
、
市

民
の
声
を
聞
け
る
か
現
在
は
不
明
。

政和クラブ
小林 陽子

安
曇
野
を
つ
な
ぐ
農
業
政
策

の
展
望
と
取
り
組
み
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
Ｄ

デ
ィ
ー
エ
ッ
ク
ス

Ｘ
推
進

安曇野の実りの秋

※
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一 般 質 問

　

問 

コ
ロ
ナ
感
染
急
拡
大
か
ら
、
市
民
を
守

る
取
り
組
み
は
。

保
健 

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
。
公
共
施
設

 

の
利
用
制
限
、
デ
ル
タ
株
等
の
正
確
な

 

情
報
発
信
、
若
者
の
危
機
感
共
有
の
た

 

め
の
啓
発
強
化
と
併あ

わ

せ
て
広
報
等
の
発

 

信
、
呼
び
か
け
に
努
め
る
。
ワ
ク
チ
ン

 

接
種
は
、
教
職
員
、
保
育
、
介
護
、
障

 

が
い
者
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
約
３
０
０

 

０
人
の
接
種
を
平
行
、
９
月
上
旬
完
了

予
定
。
妊
産
婦
も
早
期
接
種
対
象
者
と

し
、
透
析
を
受
け
て
い
る
人
も
優
先
接

種
対
象
者
で
あ
り
、
概

お
お
む

ね
完
了
し
た
。

　

問 

市
内
事
業
者
の
現
状
、
支
援
は
。

市
長 

苦
し
い
経
営
状
態
と
推
測
す
る
。
時
短

休
業
の
場
合
、
国
か
ら
の
支
給
が
あ
る

が
、
休
業
対
象
外
の
飲
食
店
や
、
そ
の

他
の
事
業
者
に
も
影
響
が
出
て
い
る
現

状
で
あ
る
。
市
の
独
自
の
支
援
策
に
つ

い
て
は
、
県
の
交
付
金
を
活
用
し
た
支

援
策
を
現
在
検
討
中
で
、
追
加
補
正
予

算
の
提
出
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
支

給
の
迅
速
化
に
つ
い
て
は
、
概
ね
週
１

回
の
割
合
で
支
払
手
続
き
を
行
い
、
速

や
か
な
支
給
に
努
め
て
い
る
。

　

問 

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
は
。

福
祉 

緊
急
小
口
資
金
、
総
合
支
援
資
金
は
３

月
か
ら
８
月
ま
で
１
５
７
９
件
の
申
請

が
あ
り
、
自
立
支
援
金
は
受
付
始
め
た

と
こ
ろ
で
、
11
月
30
日
ま
で
延
長
す
る
。

　

問 

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
は
。

保
健 

歯
が
少
な
く
て
も
、
義
歯
を
入
れ
て
し

 

っ
か
り
噛
む
こ
と
に
よ
り
、
健
康
寿
命

が
長
い
と
い
わ
れ
る
。
市
の
デ
ー
タ
を

分
析
し
、
市
民
に
情
報
提
供
し
て
い
く
。

　

問 

家
庭
で
始
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
。

生
活 

生
ご
み
の
水
分
を
ぎ
ゅ
っ
と
絞
る
こ
と

で
、
年
間
、
ご
み
収
集
車
３
３
３
台
分

削
減
で
き
る
。
10
月
広
報
の
特
集
で
、

家
庭
で
始
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

コ
ロ
ナ
急
拡
大　

オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル　

Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ

公明党
藤原 陽子

　

問 

行
政
の
民
営
化
を
進
め
る
市
長
の
考
え

は
、
市
民
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長 

民
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
続
け
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務
の
効
率

化
を
図
っ
て
き
た
。
今
後
も
新
た
な
連

携
や
事
業
の
創
出
を
図
る
。
な
ぜ
民
間

で
は
い
け
な
い
の
か
。

　

問 

全
て
民
間
が
い
け
な
い
の
で
は
な
く
、

な
ぜ
行
政
の
民
営
化
を
進
め
る
か
だ
。

こ
ど
も
園
は
民
設
民
営
で
や
る
と
い
っ

て
き
た
が
、
民
設
を
公
設
に
切
り
替
え

た
こ
と
は
方
針
転
換
で
は
な
い
の
か
。

市
長 

合
併
特
例
債
の
延
長
で
財
政
的
見
通
し

が
立
っ
た
か
ら
で
、
民
設
が
誤
り
だ
っ

た
の
で
は
な
い
。
地
域
要
望
を
踏
ま
え

て
政
策
を
見
直
し
た
の
だ
。

　

問 

特
例
債
の
延
長
と
い
う
が
、
私
は
体
育

館
よ
り
も
保
育
園
の
建
設
を
主
張
し
て

き
た
。
市
長
は
水
道
の
民
営
化
を
質た

だ

し

た
時
、
命
の
水
は
民
営
化
で
き
な
い
と

答
弁
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
保
育
も
、

同
じ
命
に
か
か
わ
る
問
題
で
は
な
い
か
。

市
長 

水
は
市
民
の
日
常
生
活
や
産
業
活
動
に

欠
か
せ
な
い
。
水
道
事
業
が
民
営
化
さ

れ
た
ら
、
市
民
は
業
者
選
択
が
で
き
な

い
。
公
が
や
る
べ
き
と
こ
ろ
は
公
が
責

任
を
持
っ
て
運
営
し
、
民
が
で
き
る
と

こ
ろ
は
民
に
委ゆ

だ

ね
る
べ
き
だ
。
民
を
否

定
す
る
の
か
。

　

問 

民
間
を
全
否
定
し
て
い
な
い
。
保
育
の

民
営
化
は
間
違
い
だ
。
命
に
直
結
す
る

水
を
民
間
に
委
ね
る
べ
き
で
は
な
い
な

ら
、
未
来
の
市
民
を
育
て
る
保
育
行
政

も
同
じ
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長 

保
護
者
に
は
公
営
、
民
営
の
選
択
肢
が

あ
る
。
水
と
同
列
視
す
べ
き
で
は
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
市
内
高
校
の
再
編
問
題
、
臭
気
対
策

〇
消
防
団
員
報
酬
費
、
凍
霜
害
と
畜
産
振
興

〇
加
齢
性
難
聴
と
聴
覚
情
報
処
理
障
害
問
題

未
来
の
市
民
を
育
て
る

保
育
は
公
営
で
や
る
べ
き
だ

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

三郷西部認定こども園の保護者手作り看板

※
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
…
口こ

う
く
う腔

機
能
（
口く

ち

の
働
き
）
が
衰
え
た
状
態
の
こ
と
。

※
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９月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　

問 

私
た
ち
共
産
党
は
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
暮
ら
し
、
市
政
、
国
政
等
の
意

見
を
伺
っ
た
。
そ
の
中
に
「
居
場
所
が

な
く
て
困
る
」「
海
が
な
い
ゆ
え
、
せ

 

め
て
プ
ー
ル
だ
け
で
も
」
等
、
プ
ー
ル

存
続
を
願
う
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
声
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。

市
長 

今
さ
ら
何
を
、
と
感
じ
て
い
る
。
民
主

的
な
手
続
き
の
中
で
廃
止
が
決
定
さ
れ

た
。
万
人
の
意
見
を
政
策
に
反
映
す
る

こ
と
は
不
可
能
だ
。

　

問 

公
共
施
設
評
価
専
門
委
員
会
の
答
申
で
、

見
直
す
時
期
に
き
て
い
る
、
と
し
て
準

義
務
的
な
穂
高
プ
ー
ル
も
対
象
に
さ
れ

た
。
準
義
務
的
な
施
設
は
、
民
間
で
は

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
さ
れ
に
く
い
非
市
場

的
な
施
設
と
さ
れ
て
い
る
。
教
育
委
員

会
の
議
論
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

教
部 

利
用
期
間
が
２
カ
月
程
度
に
限
ら
れ
て

い
る
。
多
額
の
費
用
を
費
や
し
て
で
も

維
持
し
続
け
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。

　

問 

特
定
事
業
主
行
動
計
画
推
進
委
員
会
に

女
性
委
員
が
い
な
い
。
女
性
を
含
め
た

委
員
構
成
に
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

計
画
は
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
む
全

職
員
が
対
象
か
。

総
務 

構
成
委
員
の
課
長
が
女
性
職
員
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
参
画
し
て
い
る
の
で
、

十
分
反
映
さ
れ
て
い
る
。
全
て
の
女
性

労
働
者
が
対
象
だ
。

　

問 

令
和
７
年
度
ま
で
に
部
長
、
課
長
職
の

女
性
職
員
の
割
合
を
15
％
に
す
る
目
標

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長 

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
、
男
性

の
子
育
て
目
的
の
休
暇
取
得
推
進
、
育

児
休
業
の
取
り
や
す
い
環
境
整
備
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
取
り
組
み
を
進
め

る
。

市
内
唯
一
、

穂
高
プ
ー
ル
の
存
続
を
！

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

廃止が決まった穂高プール

「
特
定
事
業
主
行
動
計
画
」
に
つ
い
て

無会派
増田 望三郎

　

問 

再
生
＆
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
名
の
も
と
、

太
陽
光
発
電
施
設
が
普
及
促
進
さ
れ
て

い
る
。
再
エ
ネ
普
及
は
必
要
だ
が
、
森

林
伐
採
、
そ
れ
に
よ
る
土
砂
の
流
出
、

景
観
悪
化
な
ど
の
事
例
が
各
地
で
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
自
然
景
観
を
最
大
の

魅
力
と
す
る
本
市
で
、
再
エ
ネ
の
創
出

と
開
発
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
取
る
か
は

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
乱
開
発
を
食
い

止
め
る
た
め
に
一
定
程
度
の
抑
制
も
必

要
だ
が
、
現
行
条
例
で
十
分
な
の
か
。

建
設 

区
域
ご
と
の
制
限
、
説
明
会
の
開
催
、

意
見
書
の
提
出
、
公
聴
会
の
開
催
要
求

な
ど
住
民
参
加
の
手
続
も
あ
り
、
総
合

的
な
土
地
利
用
制
度
で
問
題
は
な
い
。

　

問 

反
対
す
る
住
民
が
か
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
相
当
な
も
の
。
事
前
に
防
げ
れ
ば
い

い
。
特
定
開
発
手
続
き
の
事
前
協
議
で

は
、
事
業
が
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
像
や

基
本
計
画
の
基
本
方
針
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
適
切
か
と
い
う
質
の
高
い
議
論
を

行
っ
て
い
る
か
。

建
設 

指
針
な
ど
に
方
向
性
が
合
っ
て
い
な
い

場
合
、
今
の
計
画
で
は
認
定
は
難
し
い
、

と
い
う
こ
と
は
窓
口
で
伝
え
て
い
る
。

そ
れ
以
後
の
申
請
は
拒こ

ば

め
な
い
。

　

問 

指
針
に
あ
る
「
周
辺
住
民
か
ら
理
解
が

得
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
の
意
義
は
。

建
設 

住
民
か
ら
そ
の
開
発
が
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
。
行
政

と
し
て
も
、
こ
の
点
は
非
常
に
重
要
。

　

問 

本
市
の
自
然
や
景
観
は
唯
一
無
二
の
宝
。

森
林
を
切
り
開
い
て
の
開
発
は
抑
制
的

で
あ
る
べ
き
で
は
。

市
長 

開
発
に
よ
る
景
観
の
阻
害
は
で
き
る
限

り
避
け
る
べ
き
。
地
域
住
民
の
意
見
を

し
っ
か
り
尊
重
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
空
き
家
の
利
活
用

空き家活用×地域づくりのモデル例
～明科の龍門渕てらす～

乱
開
発
さ
せ
な
い
太
陽
光

発
電
施
設
導
入
の
あ
り
方
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一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

将
来
構
想
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

特
徴
あ
る
学
校
に
良
き
指
導
者
を
得
る
。

教
長 

未
来
を
切
り
拓ひ

ら

き
、
魅
力
あ
る
学
校
を
。

　

問 

信
州
型
か
ら
国
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
へ
の
移
行
で
変
わ
る
こ
と
は
。

教
部 

地
域
住
民
が
学
校
課
題
に
積
極
的
参
加
。

　

問 

小
・
中
一
貫
教
育
と
指
定
校
研
究
は
。

教
部 

継
続
的
段
階
的
学
び
、
意
欲
と
自
信
、

ふ
る
さ
と
に
愛
着
。
明
科
小
・
中
３
校
。

学
校
統
廃
合
の
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

問 

「
安
曇
野
の
時
間
」（
仮
称
）
創
設
は
。

教
部 

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
や
誇
り
、
自
信
に
。

　

問 

今
後
の
対
策
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

避
難
訓
練
を
増
や
し
、
早
め
の
避
難
を
。

　

問 

緊
急
安
全
確
保
な
ど
の
課
題
と
今
後
は
。

総
務 
避
難
所
に
避
難
し
た
人
が
わ
ず
か
。
広

報
、
出
前
講
座
、
訓
練
な
ど
実
施
す
る
。

　

問 
犀さ

い
が
わ川

の
氾は

ん
ら
ん濫

防
止
と
犀
川
や
万よ

ろ
ず
い
が
わ

水
川
周

辺
の
内
水
氾
濫
防
止
の
取
り
組
み
は
。

総
務 

防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
や
避
難
訓
練
実
施
。

建
設 

徳
治
郎
や
木き

ど戸
の
河
川
整
備
促
進
を
要

望
し
て
い
る
。
明
科
で
排
水
作
業
を
し

た
。
万
水
川
周
辺
は
令
和
３
年
度
は
バ

イ
パ
ス
水
路
の
詳
細
設
計
と
用
地
測
量
。

　

問 

対
応
と
進
行
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

公
共
施
設
利
用
制
限
や
防
災
無
線
活
用
。

保
健 

年
齢
の
高
い
人
か
ら
順
に
接
種
券
発
送
。

　

問 

接
種
で
市
民
の
副
反
応
の
被
害
状
況
は
。

保
健 

報
告
５
件
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
で
入

院
し
回
復
し
復
帰
が
１
人
。
死
亡
が
１

人
で
接
種
と
の
因
果
関
係
は
評
価
不
能
。

　

問 

影
響
を
受
け
た
事
業
者
等
に
支
援
策
は
。

政
策 

対
策
の
補
正
予
算
を
追
加
提
案
す
る
。

商
工 

市
独
自
の
支
援
策
は
追
加
補
正
予
算
で
。

活
力
あ
る
小
・
中
学
校
に

す
る
た
め
の
将
来
構
想
は

無会派
林　 孝彦

８
月
の
記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
避
難
や

災
害
を
教
訓
と
し
た
今
後
の
対
策
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
デ
ル
タ
株
の
感
染
拡
大

へ
の
対
応
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
行
は

市立小・中学校の将来構想市民説明会
（令和３年８月 11 日、12 日）の配付冊子

　

問 

聞
き
取
り
調
査
で
「
バ
ス
を
使
う
」
と

回
答
し
た
人
が
27
％
。
部
会
で
は
年
間

４
万
３
９
０
０
人
の
利
用
が
あ
る
と
見

込
ん
だ
。
こ
れ
だ
け
の
ニ
ー
ズ
を
軽
ん

じ
る
の
か
。

政
策 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
は
、
巡
回
バ
ス

検
討
の
一
つ
の
要
素
に
過
ぎ
な
い
。

　

問 

本
市
の
子
育
て
支
援
策
は
南
箕
輪
村
に

劣
る
も
の
で
は
な
い
。
南
箕
輪
村
に
あ

 

っ
て
本
市
に
な
い
の
は
巡
回
バ
ス
。
移

住
を
望
む
人
た
ち
に
門
戸
を
閉
ざ
し
て

い
な
い
か
。

政
策 

移
住
相
談
者
か
ら
地
域
公
共
交
通
の
確

認
が
あ
る
が
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
乗
車
は

当
市
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

　

問 

対
面
調
査
で
、
あ
づ
み
ん
の
利
用
頻
度
、

問
題
意
識
、
改
善
要
望
、
外
出
の
目
的
、

目
的
別
の
外
出
頻
度
、
外
出
時
間
や
帰

宅
時
間
を
訊き

い
て
い
な
い
。
公
共
交
通

の
課
題
を
抽
出
し
て
い
な
い
。
バ
ス
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
失
敗
し
た
と
思
わ
な

い
か
。

政
策 

設
問
は
誘
導
せ
ず
に
行
っ
た
。
問
題
が

あ
る
と
は
思
わ
な
い
。

　

問 

活
性
化
再
生
法
に
Ｍマ

ー

ス

ａ
ａ
Ｓ
の
普
及
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
あ
づ
み
ん
を
Ａ
Ｉ
オ

ン
デ
マ
ン
ド
で
運
用
す
る
予
定
は
な
い

の
か
。

政
策 

ス
マ
ホ
予
約
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
配
車
の
導

入
に
向
け
て
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

問 

周
遊
バ
ス
に
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
な
い
の
か
。

政
策 
市
観
光
協
会
や
市
タ
ク
シ
ー
協
議
会
と

検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

※
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
…
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ア
ズ
・
ア
・
サ
ー

ビ
ス
（
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
）

の
略
。
様
々
な
形
式
の
交
通
手
段
を
一
つ
の

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
統
合
し
た
概
念
の
こ
と
。

バ
ス
を
運
行
し
な
い
と

結
論
し
た
こ
と
に
つ
い
て

政和クラブ
遠藤 武文

13 人乗りで初期費用・運行費の軽減が図れる

※
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９月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　

問 

長
期
の
経
験
で
こ
れ
は
よ
か
っ
た
と
自

信
を
持
っ
て
言
え
る
こ
と
、
ま
た
反
省

し
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

市
長 

よ
か
っ
た
こ
と
は
旧
５
町
村
の
一
体
感

の
醸

じ
ょ
う
せ
い

成
に
気
を
使
い
、
一
定
の
形
づ
く

り
が
で
き
た
こ
と
だ
。
も
う
一
点
は
ふ

る
さ
と
納
税
で
、
安
曇
野
市
で
生
産
さ

れ
る
工
業
製
品
で
五
割
返
品
と
い
う
主

張
を
認
め
て
い
た
だ
き
、
10
億
円
以
上

の
実
績
が
で
て
い
る
こ
と
。
反
省
し
て

い
る
こ
と
は
市
職
員
の
不
祥
事
だ
。

　

問 

市
長
時
代
の
本
庁
舎
、
新
総
合
体
育
館

建
設
の
大
型
事
業
に
つ
い
て
現
在
自
分

で
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

市
長 

本
庁
舎
建
設
は
反
対
の
裁
判
に
ま
で
発

 

展
し
た
が
、
必
要
最
小
限
の
庁
舎
が
必

 

要
と
の
思
い
か
ら
進
め
た
。
豊
科
近
代

 

美
術
館
周
辺
の
今
の
場
所
で
よ
か
っ
た

 

と
思
っ
て
い
る
。
で
き
れ
ば
５
階
建
て

 

に
し
て
公
民
館
機
能
を
持
た
せ
ら
れ
れ

ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
体
育
館

に
つ
い
て
は
大
変
有
利
な
補
助
制
度
を

活
用
し
て
一
般
財
源
は
約
１
億
８
千
万

円
程
度
で
済
み
、
国
体
規
模
の
競
技
が

で
き
、
市
民
の
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
場
、
さ
ら
に
避
難
物
資
の
倉
庫
等
と

し
て
多
目
的
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

問 

本
庁
舎
は
５
階
に
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
で

観
光
名
所
に
、
体
育
館
は
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
の
興

こ
う
ぎ
ょ
う

行
が
で
き
る
規
模
に
し
、
財
政

的
に
も
有
利
な
収
益
の
出
る
体
育
館
に

す
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
最
後
に
市
長

の
安
曇
野
市
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
思
い

を
聞
き
た
い
。

市
長 

農
工
商
バ
ラ
ン
ス
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

 

進
め
、
協
働
・
助
け
合
い
が
大
切
で
あ

 

る
。
夢
と
希
望
が
抱い

だ

け
る
ま
ち
づ
く
り

 

を
願
い
、
市
民
目
線
で
利
害
関
係
な
し

 

の
、
ク
リ
ー
ン
な
市
政
運
営
に
努
め
て

 

い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

自民安曇野
宮下 明博

安曇野市役所本庁舎

半
世
紀
に
わ
た
り
地
方

自
治
に
貢
献
し
た
経
験
は

豊
科
公
民
館
前
の
駐
車
場
に

公
衆
ト
イ
レ
の
整
備
を

政和クラブ
坂内 不二男

　

問 

豊
科
公
民
館
の
駐
車
場
は
、
１
４
０
台

駐
車
で
き
る
大
型
駐
車
場
で
あ
り
、
市

街
地
の
中
心
に
あ
る
公
的
駐
車
場
で
あ

る
。
ま
た
、
公
民
館
の
利
用
者
だ
け
で

な
く
商
店
街
や
飲
食
店
を
利
用
す
る
多

 

く
の
人
が
利
用
で
き
る
駐
車
場
な
の
で
、

 

公
衆
衛
生
上
、
ト
イ
レ
の
整
備
が
必
要

 

で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
豊
科
公
民
館

 

が
災
害
時
の
避
難
所
で
あ
り
、
多
く
の

 

避
難
者
が
集
ま
る
場
所
と
な
る
た
め
、

 

災
害
時
の
対
応
を
兼
ね
地
下
に
ピ
ッ
ト

 

を
設
け
た
公
衆
ト
イ
レ
に
で
き
な
い
か
。

す
で
に
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
公
衆
ト

イ
レ
を
新
田
公
民
館
前
に
設
置
し
て
い

る
の
で
可
能
で
は
な
い
か
。

生
活 

豊
科
総
合
支
所
等
整
備
検
討
市
民
会
議

で
ト
イ
レ
設
置
を
望
む
声
は
な
か
っ
た
。

 

今
後
、
公
衆
ト
イ
レ
の
要
望
が
あ
れ
ば

公
衆
衛
生
上
の
必
要
性
等
を
考
慮
し
、

災
害
時
の
ト
イ
レ
確
保
が
大
切
な
の
で

検
討
す
る
。

　

問 

体
育
協
会
等
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
は
、

使
用
料
の
減
免
や
一
般
の
団
体
よ
り
１

カ
月
早
く
２
カ
月
分
の
予
約
が
可
能
で

あ
り
不
公
平
で
は
な
い
か
。
利
用
者
の

意
見
と
他
団
体
の
状
況
は
。

教
部 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
受
付
担
当
に
は
、
苦
情

は
聞
こ
え
て
こ
な
い
状
況
。
松
本
市
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
予
約
シ
ス
テ
ム
の

な
か
で
抽
選
予
約
。
大
町
市
は
イ
ン
タ

 

ー
ネ
ッ
ト
で
事
前
予
約
で
き
、
半
年
ご

と
に
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
小
中

学
校
は
定
期
の
利
用
枠
を
優
先
で
き
る
。

現
在
、
市
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
に
お
い
て
、

予
約
方
法
と
共
に
減
免
制
度
の
在
り
方

を
議
論
し
て
い
る
。

豊科公民館駐車場

体
育
館
の
使
用
申
し
込
み
に
つ
い
て
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一 般 質 問

※
見
積
り
合
わ
せ
…
発
注
側
が
業
者
を
複
数
指
定
し
、
見
積
り
を
集
め
る
手
法
で
、
主
に
官
庁
や
地
方
公
共
団
体
で
随
意
契
約
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
る
。

無会派
小林 純子

　

問 

Ｍ
建
設
産
業
の
下
水
道
使
用
量
に
不
審

な
数
値
が
あ
り
、
汚
水
が
下
水
道
に
流

れ
ず
地
下
浸
透
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
市
は
調
査
し
た
。
し
か
し
、
調
査

報
告
書
に
は
実
施
状
況
や
調
査
結
果
に

関
す
る
記
述
が
全
く
な
い
た
め
、
調
査

の
信
頼
性
が
疑
わ
れ
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
業
務
委
託
の
業
者
選
定
は
、

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。

生
活 

口
頭
で
業
務
内
容
を
説
明
の
上
、
見み

つ

も積

り
を
３
者
に
依
頼
し
、
一
番
安
価
で
あ
っ

た
事
業
者
と
契
約
し
た
。

　

問 

仕
様
書
が
な
く
て
は
、
見
積
り
合
わ
せ

は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

総
務 

業
者
等
が
業
務
の
依
頼
内
容
を
的
確
に

理
解
し
見
積
も
る
た
め
、
仕
様
書
を
作

成
す
る
必
要
が
あ
る
。

生
活 

管
内
検
査
カ
メ
ラ
を
入
れ
て
管
の
中
を

確
認
す
る
、
管
の
長
さ
は
３
ｍ
ぐ
ら
い
、

泥
で
見
え
な
い
場
合
は
管
内
洗
浄
を
す

る
等
々
、
口
頭
で
の
仕
様
の
説
明
に
な

 

っ
て
し
ま
っ
た
。

　

問 

調
査
の
基
本
と
な
る
仕
様
書
を
３
者
に

提
示
し
て
見
積
り
を
取
ら
な
い
限
り
、

適
正
な
調
査
は
で
き
な
い
。
談
合
や
不

正
な
随
意
契
約
だ
っ
た
と
疑
わ
れ
る
よ

う
な
状
況
な
の
で
、
今
回
の
調
査
は
無

効
で
あ
り
、
や
り
直
し
が
必
要
だ
。

生
活 

県
・
市
の
職
員
も
現
地
で
立
ち
会
い
、

業
者
か
ら
説
明
を
受
け
確
認
し
て
い
る

の
で
、
再
調
査
の
必
要
は
な
い
。

　

問 

立
ち
会
っ
た
県
・
市
の
職
員
は
裁
判
で

市
民
と
争
っ
て
い
る
相
手
方
。
本
来
な

ら
ば
、
こ
の
調
査
は
き
ち
ん
と
し
た
仕

様
書
に
基
づ
い
て
業
者
選
定
し
、
第
三

者
の
立
ち
会
い
に
よ
り
適
正
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ど
う
か
。

市
長 

今
後
、
県
と
相
談
、
連
携
し
な
が
ら
法

に
基
づ
い
て
、
引
き
続
き
立
入
検
査
を

定
期
的
に
実
施
し
て
い
く
。

仕様書なく取り寄せた見積書と関係書類

Ｍ
建
設
産
業
の
排
水
設
備

市
の
調
査
は
適
切
か

　

問 

市
で
は
、
７
月
ま
で
の
１
年
間
の
感
染

者
数
を
超
え
る
感
染
爆
発
が
８
月
に
起

き
た
。
市
の
感
染
者
と
医
療
の
状
況
を

伺
う
。

保
健 

感
染
者
は
４
月
か
ら
７
月
で
81
人
。
８

月
は
１
４
６
人
だ
っ
た
。
自
宅
療
養
の

食
料
調
達
困
難
者
へ
は
、
県
が
食
料
を

届
け
て
い
る
。
医
療
機
能
の
あ
る
宿
泊

療
養
施
設
や
臨
時
の
医
療
施
設
の
設
置

の
予
定
は
な
い
。

　

問 

子
ど
も
や
要
介
護
者
が
い
て
、
自
宅
で

療
養
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
へ
の
対

応
体
制
を
伺
う
。

保
健 

県
で
の
対
応
と
な
る
た
め
、
市
と
し
て

は
特
段
の
要
請
は
し
て
い
な
い
。

　

問 

子
ど
も
か
ら
家
族
へ
の
感
染
不
安
の
た

め
、
子
ど
も
が
様
々
な
活
動
を
制
限
さ

れ
、
保
育
士
や
教
職
員
の
負
担
も
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
大
規
模
で
徹
底
し
た

検
査
を
行
う
こ
と
で
、
感
染
抑
止
と
安

全
を
保
障
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
健 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
法
定
検
査
で
実
施
す
べ

き
も
の
と
考
え
る
。

　

問 

政
府
の
無む

い

む

さ

く

為
無
策
に
よ
り
感
染
拡
大
の

山
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
の
土
俵
の

上
で
や
っ
て
い
て
も
市
民
の
命
と
暮
ら

し
、
営
業
は
守
れ
な
い
。
政
府
の
「
原

則
自
宅
療
養
」
方
針
の
撤
回
を
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長 

患
者
数
が
一
定
の
ラ
イ
ン
を
超
え
た
場

合
に
、
優
先
順
位
を
つ
け
る
こ
と
は
理

解
で
き
る
。

　

問 

あ
づ
み
ん
が
自
宅
ま
で
来
る
こ
と
と
、

巡
回
バ
ス
の
定
時
性
・
予
約
な
し
と
い

う
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
た
一
体

的
な
運
行
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

政
策 

デ
マ
ン
ド
交
通
で
も
到
着
時
間
等
を
知

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
切
な
人
に
う
つ
し
た
く

な
い
人
に
検
査
の
機
会
を

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

安曇野市と東京都の感染者数は相関している

巡
回
バ
ス
の
運
行
の
検
討
継
続
を

※
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議会だより あれこれ

目
的
は
何
？
読
者
層
は
？
」

「
そ
も
そ
も
紙
ベ
ー
ス
の

報
告
は
必
要
か
？
」
こ
ん
な
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
市
民
、
特
に
若
い
世

代
は
「
議
会
だ
よ
り
の
存
在
」

も
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

思
い
切
っ
て
廃
止
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
切
り
替
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

「
市
政
に
興
味
の
な
い
若
い
世
代
を
取
り
込
む
こ

と
」
が
目
的
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
手
軽
に
目
を

通
し
や
す
い
ネ
ッ
ト
記
事
の
方
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
は
同
時
に
情
報
交

換
し
た
い
も
の
で
す
。
議
会
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
さ
れ
て

い
く
の
で
、
議
会
だ
よ
り
も
今
が
変
わ
る
好
機
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

読
ま
れ
る
の
は
11
月
で
す
が
、
10
月
に

は
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
が
あ
り
、

私
が
書
い
て
い
る
の
は
８
月
。
約
３
か
月
の
時
差

で
発
行
さ
れ
る
『
議
会
だ
よ
り
』
は
新
し
い
生
活

様
式
に
調
和
し
ま
せ
ん
。
ど
の
議
員
が
、
ど
の
よ

う
な
政
策
で
、
ど
の
分
野
が
得
意
な
の
か
、
ど
ん

な
提
案
・
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
な
ど
市
民
が

知
り
た
い
情
報
を
す
ぐ
に
得
ら
れ
る
こ
と
で
、
自

分
が
信
頼
で
き
る
議
員
を
吟
味
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
投
票
率
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
活
に
直
結
す
る
新
鮮
な
情
報
発
信

が
あ
れ

ば
、
安
曇
野
の
未
来

を
背
負
う
若
者
も
市

政
に
意
見
や
提
案
を

し
や
す
い
環
境
に
な

り
ま
す
。
議
会
だ
よ

り
は
そ
の
た
め
の
情

報
源
と
し
て
十
分
活

用
で
き
る
も
の
で

あ
っ
て
欲
し
い
で

す
。

　議会広報特別委員会の委員として6年間。この間4
回、会議録センターで紙面クリニックを受け、原稿づ
くりやレイアウトの研修を受けました。毎回勉強にな
ることばかり、気づかされることばかりでした。果た
してその成果が今号にも出ているでしょうか？ぜひ手
にとってご覧ください。そして感想をきかせてくださ
い。ありがとうございました。

委員　中村 今朝子　

　東京オリンピック・パラリンピックも終わり、ほっ
とした安心感の風があたりに吹き始めた。編集委員会
は会議録センター等の研修を受けるなどし、市民の皆
さんから議会を身近に感じられる広報づくりに邁進し
てきました。モニターの皆さんからも「読みやすくなっ
た。」とのお声が聴かれるようになりました。ありがと
うございました。

委員　一志 信一郎　

　議会だよりから議会改革を！そう思って広報委員全
員で議会だよりを作ってきました。次期の議会だより、
安曇野市議会をお楽しみに。

委員長　増田 望三郎　
議会広報特別委員会
　委 員 長　増田望三郎　副委員長　小林陽子
　委 　 員　小松洋一郎　内川集雄　小林純子　中村今朝子
　　　　　　一志信一郎　井出勝正　坂内不二男　林　孝彦

議
会
だ
よ
り
は
ネ
ッ
ト
配
信
に

山本　愛さん
（穂高）

12月議会　定例会のお知らせ（予定）

請願・陳情は随時受け付けています。定例会ごとの受付締め切りは、
議会事務局にお問い合わせください。開会時間は、本会議10：00～　
委員会10：00～　日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会からのお知らせ

公民館にて　子育て・教育について意見交換

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」・議会ホー
ムページ「インターネット中継」で観よう！
傍聴希望の方は、市議会議場（市役所本庁舎３階）へお越しください。
新型コロナウイルス対応のため、無料の託児サービスは現在休止中です。

公職選挙法に基づき、議員の寄附
行為の禁止を徹底します

地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附行為をすることは禁止です。

『寄附行為　しない、させない、求めない』
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「
議
会
だ
よ
り
の

日 月 土火 水 木 金

2928

22 23 24 25 26 2721

15 16 17 18 19 20

本会議
（一般質問）

常任委員会
（総務環境）

常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（福祉教育）

11/14

本会議
一般質問
議案質疑
委員会付託

19

議会運営委員会・
全員協議会

本会議
（閉会）

12/1 42 3

7 9 10 116 85

20 21 22 23 24 25

12 13 14 15 16 17 18

議会運営
委員会 全員協議会

本会議
（開会）

30

本会議
（一般質問）

本会議
（代表質問）

（勤労感謝の日）

残
念
な
が
ら
、

こ
れ
が

時
代
に
合
っ
た
情
報
発
信
で
活
気
の
あ
る
街
に
！

自
分
の

24


